
特
集

旧
暦
ラ
イ
フ
を
楽
し
む

鬼
を
払
う
〝
豆
ま
き
〞
っ
て
、
昔
は
大
晦
日
に
宮
中
で
行
わ
れ
て
い
た
ん
で
す
！

そ
れ
が
次
第
に
、
立
春
前
日
の
〝
節
分
〞
の
行
事
と
し
て
民
間
に
広
ま
っ
た
ん
だ
と
か
。

「
旧
暦
」
っ
て
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
興
味
が
湧
い
て
き
ま
す
。

●
今
号
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
●

社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
▼
リ
コ
ー  

三
浦
善
司
社
長

仕
事
は
納
期
が
一
番
、
決
定
は
迅
速
に
！

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
▼
〝
麺
〞
と
い
え
ば
ラ
ー
メ
ン
は
当
た
り
前
。
で
も
、
全
国
に
は
ま
だ
そ
こ
で
し
か

                              

食
べ
ら
れ
て
い
な
い
〝
麺
〞
も
あ
る
ん
で
す
！

〝
ご
当
地
麺
の
お
い
し
い
お
店
〞
編



１
月
に
春
の
七
草
は
採
れ
な
い
の
に
、
１
月
７
日
に
七
草
が
ゆ
を
食
べ
る
の

は
な
ぜ
？
 

１
年
で
一
番
寒
い
２
月
初
旬
に
立
春
が
あ
り
、
一
番
暑
い
８
月
初
旬
に
立
秋

が
あ
る
の
は
な
ぜ
？
 

７
月
７
日
は
梅
雨
の
真
っ
た
だ
中
で
雨
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
に
、
七
夕
祭

の
日
な
の
は
な
ぜ
？
 

こ
ん
な
疑
問
を
解
く
カ
ギ
が
「
旧
暦
」
の
中
に
あ
り
ま
す
。 

昔
の
人
た
ち
は
月
の
満
ち
欠
け
や
太
陽
の
動
き
を
基
に
し
た
暦
で
、
自
然
と

と
も
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
先
人
の
知
恵
に
学
び
、
自
然
や
季
節

の
移
り
変
わ
り
を
楽
し
む
生
活
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

今
号
の
特
集
は
、
松
村
賢
治
氏
の
監
修
の
下
、「
旧
暦
」
を
取
り
入
れ
た
新

し
い
暮
ら
し
方
の
ヒ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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す
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
調
整
す
る
た
め

に
、
19
年
に
７
回
「
閏
月
う
る
う
づ
き」

と
呼
ば
れ

る
１
カ
月
を
加
え
て
、
太
陽
暦
と
合
わ

せ
た
の
が
「
太
陰
太
陽
暦
」
で
す
。 

　
太
陰
太
陽
暦
は
、
４
千
年
く
ら
い
前

か
ら
中
国
の
黄
河
流
域
で
「
農
暦
」
と

し
て
使
わ
れ
始
め
ま
し
た
。
日
本
に
は

６
世
紀
頃
伝
来
し
、
以
来
１
２
０
０
年

改
暦
を
重
ね
て
天
保
暦
と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
、
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
「
新
暦
」

は
太
陽
暦
で
す
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

た
め
に
、
そ
の
祝
祭
日
を
年
間
一
定
時

期
に
定
め
ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
も

の
で
す
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
以
外
の

人
々
や
東
ア
ジ
ア
に
住
む
私
た
ち
の

「
季
節
感
」
に
は
合
わ
な
い
部
分
が
多

く
あ
る
の
で
す
。 

　
 

旧
暦
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
理
由
 

 　
日
本
が
旧
暦
と
縁
を
切
っ
た
の
は
明

治
５
（
１
８
７
２
）
年
の
こ
と
で
し
た
。

明
治
政
府
が
「
明
治
５
年
12
月
３
日
を

も
っ
て
、
明
治
６
年
１
月
１
日
と
す
る
」

と
い
う
改
暦
を
宣
言
し
た
の
で
す
。 

　
欧
米
の
先
進
文
化
を
導
入
し
て
い
く

に
際
し
、
西
暦
へ
の
改
暦
は
必
要
不
可

欠
と
な
っ
て
い
た
の
は
確
か
で
す
が
、

 

旧
暦
は
太
陰
太
陽
暦
 

   「
旧
暦
」
と
は
月
と
太
陽
の
運
行
日

数
を
両
方
加
味
し
た
「
太
陰
太
陽
暦
」

の
こ
と
で
、
明
治
５
（
１
８
７
２
）
年

ま
で
日
本
の
官
暦
で
し
た
。
今
の
暦
を

「
新
暦
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
、
そ

れ
ま
で
の
暦
が
古
い
暦
、
す
な
わ
ち
旧

暦
に
な
っ
た
の
で
す
。 

　
地
球
が
太
陽
を
一
周
す
る
の
に
約
３

６
５
日
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
を
12
分
す

る
と
約
30
・
５
日
と
な
る
の
で
、
太
陽

の
運
行
を
基
準
に
し
た
「
太
陽
暦
」
の

１
カ
月
は
30
日
か
31
日
に
な
り
ま
す
。 

　
次
に
、
月
が
地
球
を
周
回
し
て
同
じ

姿
に
な
る
に
は
約
29
・
５
日
か
か
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
月
の
サ
イ
ク
ル
を
基

準
に
し
た
「
太
陰
暦
」
の
１
カ
月
は
29

日
か
30
日
と
な
り
、
１
年
は
約
３
５
４

日
で
す
。 

　
太
陰
暦
の
１
年
は
太
陽
暦
の
１
年
よ

り
11
日
少
な
い
の
で
、
３
年
た
つ
と
33

日
、
す
な
わ
ち
約
１
カ
月
以
上
足
り
な

く
な
り
、
そ
の
ま
ま
15
年
放
っ
て
お
く

と
、
お
正
月
は
夏
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
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明
治
６
年
は
旧
暦
の
ま
ま
だ
と
閏
６
月

が
あ
り
、
給
料
日
が
13
回
あ
る
年
で
し

た
。
当
時
、
政
府
は
明
治
維
新
以
来
の

大
変
革
で
財
政
難
に
苦
し
ん
で
い
ま
し

た
か
ら
、「
も
し
、
明
治
５
年
12
月
３
日

が
明
治
６
年
の
正
月
に
な
り
、
太
陽
暦

で
閏
月
が
無
く
な
っ
た
ら
、
２
カ
月
分

の
給
料
が
カ
ッ
ト
で
き
る
」
と
考
え
て

急
い
で
改
暦
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
で
も
昭
和
40
年
ご
ろ
ま
で
は
、

ま
だ
全
国
で
旧
正
月
が
幅
を
利
か
せ
て

い
ま
し
た
。
旧
暦
は
農
暦
と
し
て
の
効

用
が
大
き
く
、
第
１
次
産
業
が
主
流
だ

っ
た
時
代
に
は
、
旧
正
月
の
方
が
ぴ
っ

た
り
当
て
は
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、
世
の
中
の
産
業
構
造
が

一
変
し
、
第
２
次
、
第
３
次
産
業
が
隆

盛
、
都
市
へ
の
人
口
の
流
入
が
進
ん
で

く
る
と
、
旧
暦
は
生
活
環
境
に
合
わ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し

て
、
日
本
人
は
い
つ
し
か
旧
暦
の
生
活

リ
ズ
ム
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
近
年
、
経
済
至
上
主
義
的

な
生
活
か
ら
離
れ
、
効
率
や
ス
ピ
ー
ド

が
損
な
わ
れ
て
も
自
然
と
調
和
し
た
ゆ

っ
た
り
し
た
時
間
の
流
れ
を
楽
し
む
生

活
、
い
わ
ゆ
る
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
が
再
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 旧
暦
は
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
 

 　
前
号
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
旧
暦

に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
質
問
し
ま
し
た
。 

　
集
計
の
結
果
、
旧
暦
に
つ
い
て
「
知

っ
て
い
る
」「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」

人
は
合
わ
せ
て
全
体
の
93
％
で
し
た
。 

　
ま
た
、
旧
暦
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、

「
新
暦
に
対
し
て
１
カ
月
ほ
ど
遅
い
」

は
72
％
、「
太
陰
太
陽
暦
で
あ
る
」
は

42
％
、「
日
本
で
は
明
治
の
初
め
ま
で

使
わ
れ
た
」
は
33
％
、「
一
年
の
季
節

を
24
の
節
気
に
分
け
る
」
は
38
％
の
方

が
知
っ
て
い
る
と
回
答
し
ま
し
た
。 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
か
ら
も
、
公
的

に
は
明
治
時
代
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

「
旧
暦
」
が
ま
だ
日
本
人
の
意
識
の
中

に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

　
旧
暦
は
季
節
と
一
体
に
な
っ
た
暦
で

す
。
従
っ
て
、
旧
暦
を
生
か
し
た
生
活

こ
そ
が
、
生
活
の
中
に
季
節
感
を
取
り

戻
し
、
自
然
と
調
和
し
た
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を
楽
し
む
と
い
う
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

　
そ
こ
で
次
に
、
旧
暦
の
し
く
み
に
つ

い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

旧
暦
 と
は



 一
月
ひ
と
つ
き
の
始
ま
り
 

 　
旧
暦
の
一
月
は
月
の
動
き
を
基
に
し

て
い
ま
す
。
月
初
め
の
一
日
つ
い
た
ち

は
「
新
月
」

（
朔さ
く

）
で
す
。
太
陽
と
地
球
の
間
に
月

が
来
る
と
い
う
位
置
関
係
で
す
か
ら
、

夜
の
地
球
か
ら
月
は
見
え
ま
せ
ん
。
次

に
、
太
陽
と
月
の
間
に
地
球
が
あ
る
と

い
う
位
置
関
係
で
一
直
線
の
時
は
、

「
満
月
」（
望ぼ
う

）
で
す
。
旧
暦
の
日
付
で

は
15
日
か
16
日
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
太
陽
〜
地
球
の
軸
に
対
し
て
、
月

が
90
度
方
向
に
位
置
す
る
と
き
が
１
カ

月
に
２
回
生
じ
ま
す
。
月
の
形
は
「
半

月
」
で
８
日
ご
ろ
を
「
上
弦
の
月
」、

23
日
ご
ろ
を「
下
限
の
月
」と
い
い
ま
す
。 

　
「
三
日
月
」
は
３
日
目
の
月
、「
十

三
夜
」
は
満
月
の
２
日
前
、
つ
ま
り
旧

暦
13
日
の
月
、「
寝ね

待ま
ち

月
（
十
九
夜
）」

は
19
日
目
の
月
と
い
う
よ
う
に
、
旧
暦

で
は
日
付
が
そ
の
ま
ま
月
の
姿
に
な
る

の
で
分
か
り
や
す
い
で
す
。
ち
な
み
に
、

天
文
学
的
満
月
は
16
日
や
17
日
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
旧
暦
で
は
あ
く

ま
で
も
15
日
が
満
月
で
す
。 
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太陽と地球の距離
1億5,000万 km

月の直径3,480km

地球の直径
1万2,700km

38万 4,000km

上弦 下弦

三日月
二十七夜

寝待月

新月

満月

19日

13日

3日 27日

太　陽

十三夜

地球

大潮

大潮

小潮8日 23日

15日

1日

小潮

直径139万2,000km

　
月
の
出
る
時
刻
は
月
の
形
に
よ
っ
て

変
動
し
ま
す
。
新
月
の
と
き
は
日
の
出

と
ほ
ぼ
同
じ
時
刻
、
満
月
の
と
き
は
日

の
入
り
と
ほ
ぼ
同
じ
時
刻
と
な
り
、
満

月
を
過
ぎ
る
と
だ
ん
だ
ん
夜
遅
く
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
三
日
月
は
夕
方
の
西

空
低
く
に
見
え
て
ま
も
な
く
沈
み
ま
す

が
、
上
弦
の
月
は
昼
に
東
の
空
に
あ
っ

て
夕
方
南
の
空
に
見
え
、
夜
半
に
は
西

の
空
に
沈
み
ま
す
。 

　
そ
れ
か
ら
、
太
陽
と
地
球
と
月
の
位

置
関
係
で
潮
の
満
ち
干
が
変
わ
り
、
新

月
と
満
月
の
日
は
必
ず
大
潮
で
干
満
の

差
が
大
き
く
、
半
月
の
前
後
は
小
潮
と

な
り
ま
す
。
潮
の
満
ち
干
は
漁
師
さ
ん

や
釣
り
好
き
の
人
に
と
っ
て
は
重
大
な

関
心
事
で
、
一
般
に
大
潮
で
は
、
魚
の

バ
イ
オ
リ
ズ
ム
も
活
発
で
、
よ
く
釣
れ

る
と
い
わ
れ
ま
す
。 

         

一
年
の
始
ま
り
 

 　
旧
暦
で
は
、
一
年
の
始
ま
り
が
春
の

第
１
日
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
後
で
述

べ
る
二
十
四

に
じ
ゅ
う
し

節せ
っ

気き

の
「
立
春
」
は
新
暦

で
は
２
月
４
日
、
節
分
の
翌
日
で
す
。

こ
の
日
に
近
い
新
月
を
１
月
１
日
と
定

め
て
春
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。「
新
春

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
」
と
い
う
挨
拶

が
、
そ
の
名
残
で
す
。 

　
春
は
１
・
２
・
３
月
。
２
月
が
中
春

で
、
桜
の
季
節
で
す
。
新
暦
で
は
２
・

３
・
４
月
に
あ
た
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

新
暦
と
旧
暦
に
は
１
カ
月
の
ず
れ
が
あ

る
の
で
す
。 

　
夏
は
４
・
５
・
６
月
。
５
月
は
中
夏

で
、
梅
雨
の
月
。
６
月
を
水
無
月
と
呼

ぶ
の
は
、
梅
雨
が
終
わ
っ
て
カ
ラ
カ
ラ

天
気
だ
か
ら
で
す
。 

　
次
の
７
・
８
・
９
月
が
秋
で
、
七
夕

は
初
秋
の
年
中
行
事
。
中
秋
の
名
月
は

８
月
葉
月
の
15
日
。
十
五
夜
お
月
さ
ま

を
愛
で
る
日
の
こ
と
で
す
。 

　
冬
は
10
・
11
・
12
月
。
本
格
的
に
冬

ら
し
く
な
る
の
は
中
冬
11
月
か
ら
で

す
。
そ
し
て
、
大
晦
日
。
旧
暦
に
は
31

日
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
一
年
が
終
わ

る
大
晦
日
は
12
月
29
日
か
30
日
で
す
。 

太陽・月・地球の関係

旧
暦
の
し
く
み



が
１
８
０
度
、「
冬
至
」
が
２
７
０
度

と
し
て
い
ま
す
。 

　
旧
暦
で
は
、
こ
の
90
度
ず
つ
を
さ
ら

に
６
分
割
し
、
合
計
24
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
二
十
四
節
気
」
で
す
。 

　
太
陰
暦
は
月
の
動
き
の
み
が
基
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
毎
年
の
季
節
を
読
み

取
る
機
能
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

太
陰
暦
を
用
い
つ
つ
、
季
節
も
読
め
る

暦
と
し
て
編
み
出
さ
れ
た
の
が
太
陽
の

動
き
を
基
に
し
た
「
二
十
四
節
気
」
な

の
で
す
。
各
季
節
の
６
節
気
の
名
称
と

時
期
に
つ
い
て
は
、
左
図
と
10
ペ
ー
ジ

以
降
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

 春
夏
秋
冬
と
二
十
四
節
気
 

 　
一
年
で
昼
が
一
番
短
い
の
は
「
冬
至
」

（
新
暦
12
月
22
日
ご
ろ
）、
一
番
長
い
の

は
「
夏
至
」（
同
６
月
22
日
ご
ろ
）、
昼

と
夜
の
長
さ
が
同
じ
に
な
る
の
が
「
春

分
」（
同
３
月
21
日
ご
ろ
）
と
「
秋
分
」

（
同
９
月
23
日
ご
ろ
）
で
、
季
節
を
４

等
分
に
す
る
分
け
方
は
西
洋
の
四
季
表

現
と
同
じ
で
す
。 

　
天
文
学
で
は
、
黄
道
（
地
球
を
中
心

に
し
た
太
陽
の
通
り
道
）
３
６
０
度
の

う
ち
、「
春
分
」
を
ス
タ
ー
ト
の
０
度

と
定
め
、
90
度
が
「
夏
至
」、「
秋
分
」
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※
こ
こ
で
、
旧
暦
の
特
徴
を
お
さ
ら
い
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

◎
旧
暦
は
太
陰
太
陽
暦
で
あ
る
 

◎
季
節
は
太
陽
暦
と
同
じ
約
３
６
５
日
で
二
十
四
節
気
を
一
巡
す
る
。 

◎
１
カ
月
は
太
陰
暦
の
29
日
か
30
日
か
ら
な
り
、
平
年
は
３
５
４
日
か
３
５
５
日
で

一
巡
す
る
。 

◎
季
節
と
日
付
の
周
期
が
異
な
る
た
め
、
あ
る
年
の
冬
至
は
11
月
10
日
、
翌
年
は
11

月
22
日
に
な
る
な
ど
、
年
ご
と
に
日
付
が
ず
れ
、
新
暦
に
比
べ
て
約
１
カ
月
遅
い
。 

◎
ず
れ
は
19
年
に
７
度
、
１
カ
月
の
閏
月
を
入
れ
て
調
節
す
る
た
め
、
１
年
が
13
カ

月
、
３
８
４
日
か
３
８
５
日
の
年
が
あ
る
。 

 あの名場面の月はどんな月？ 

■織姫
おりひめ

と牽牛
けんぎゅう

が会える七夕の日 
旧暦7月7日は上弦の月の前日で、ほぼ半月。
夜の10時過ぎには西の空に沈んでしまうの
で、天の川を見るのに邪魔になりません。し
かも新暦の8月ごろですから、梅雨もとっく
に上がって旧暦初秋のきれいな夜空を眺める
ことができます。 

■曽我兄弟の仇打ち 
曽我兄弟が父の仇・工藤祐経

すけつね

に夜襲をかけたのは旧暦5月28日、闇夜で
した。月夜にたった2人で、大軍に夜襲を仕掛けるような無謀なことは
しなかったことが分かります。天はさらに2人に味方して、その日は激
しい雷雨でした。 

■赤穂浪士の討ち入り 
赤穂浪士四十七士の吉良邸への討ち入りは
旧暦12月14日で、満月前夜の月。しかも、
その年は新暦1月30日ですから雪の降りや
すい時期です。同士討ちを避けるために、
月明かりと雪明かりを生かした戦略が見え
ます。 

0°180°

270°

90°

二十四節気



 季
節
感
を
失
っ
た
年
中
行
事
 

 　
昨
今
は
旧
暦
で
の
年
中
行
事
が
少
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
れ
ば
、
七
草
が
ゆ
、
節
分
、

ひ
な
祭
り
、
端
午
の
節せ
っ

供く

、
七
夕
、
お

盆
行
事
、
中
秋
の
お
月
見
、
冬
至
の
柚

湯
な
ど
、
今
で
も
地
域
や
家
庭
で
行
わ

れ
て
い
る
行
事
が
あ
り
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、
新
暦
と
旧
暦
で
は
一
月

以
上
も
ず
れ
が
生
じ
る
た
め
（
左
表
参

照
）、
こ
れ
ら
行
事
の
中
に
は
本
来
の

季
節
と
は
違
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
私
た

ち
の
季
節
感
を
失
わ
せ
て
い
る
大
き
な

要
因
で
あ
る
の
で
す
。 

 　
ま
ず
は
、
私
た
ち
の
季
節
感
を
混
乱

さ
せ
る
三
つ
の
年
中
行
事
の
基
準
を
挙

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

①
旧
暦
を
尊
重
せ
ざ
る
を
得
な
い
行
事
 

 「
中
秋
の
名
月
（
芋
名
月
）」 

　
こ
れ
は
旧
暦
８
月
15
日
夜
の
満
月
で

な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 「
十
三
夜
（
栗
名
月
）」 

　
こ
れ
も
、
旧
暦
９
月
の
十
三
夜
、
満

月
の
２
日
前
の
月
で
な
い
と
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。 

 ②
時
候
を
旧
暦
に
近
づ
け
る
た
め
、旧

暦
の
日
付
の
１
カ
月
遅
れ
と
し
た
行
事
 

 「
奈
良
で
の
修し
ゅ

二に

会え

」（
お
水
取
り
） 

　
旧
暦
２
月
14
日
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、

１
カ
月
遅
れ
の
新
暦
３
月
14
日
、
場
所

は
東
大
寺
二
月
堂
で
す
。
三
月
堂
も
あ

る
の
に
二
月
堂
で
行
わ
れ
ま
す
。 

 「
京
都
の
賀
茂
祭
」（
葵
祭

あ
お
い
ま
つ
り） 

　
元
来
、
旧
暦
４
月
、
中
の
酉
の
日
の

行
事
で
し
た
が
、
今
は
新
暦
５
月
15
日

に
行
わ
れ
ま
す
。 
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 「
富
士
山
の
山
開
や
ま
び
ら
き」 

　
旧
暦
６
月
１
日
を
新
暦
７
月
１
日
に
。

浅
間
神
社
山
開
祭
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 「
大
坂
の
天
満
宮
の
天
神
祭
」 

　
旧
暦
６
月
25
日
の
大
坂
天
神
祭
が
、

今
は
新
暦
７
月
25
日
に
行
わ
れ
ま
す
。 

 「
四
万
六
千
日
」 

　
旧
暦
７
月
10
日
の
行
事
で
し
た
が
、

今
は
新
暦
８
月
10
日
で
、
新
暦
７
月
10

日
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。 

 「
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

会え

」 

　
一
般
的
に
新
暦
８
月
15
日
の
、
月
遅

れ
の
お
盆
が
全
国
的
に
定
着
し
て
い
ま

す
。
元
来
旧
暦
７
月
15
日
。 

 「
仙
台
の
七
夕
祭
」 

　
本
来
旧
暦
７
月
７
日
の
半
月
の
行
事

を
新
暦
８
月
７
日
と
、
月
遅
れ
に
し
て

い
ま
す
が
、
月
の
姿
は
無
関
係
と
な
り

ま
す
。 

 「
江
戸
の
神
田
明
神
祭
」 

　
元
来
、
旧
暦
９
月
15
日
の
行
事
で
し

た
が
、
今
は
新
暦
５
月
15
日
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 
　
ま
だ
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

　
月
遅
れ
の
行
事
は
本
来
の
季
節
か
ら

外
れ
て
、
ち
ぐ
は
ぐ
に
な
り
、
日
付
と

月
の
形
は
全
く
無
関
係
と
な
り
ま
し

た
。 

③
旧
暦
の
日
付
を
そ
の
ま
ま
据
え
置
い

た
行
事
 

　
こ
れ
が
日
本
人
の
季
節
感
を
狂
わ
せ

た
主
犯
格
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
今
は

新
暦
の
方
が
主
流
で
す
。 

　
お
正
月
、
初
天
神
、
初
午
、
灌
仏
会
、

両
国
の
川
開
き
、
恵
比
寿
講
、
誓
文
払

い
、
七
五
三
、
義
士
祭
、
五
節
供
な
ど

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
五

節
供
の
み
取
り
上
げ
ま
す
。 

  「
人
日
じ
ん
じ
つ

」：
七
草
が
ゆ
　
１
月
７
日
 

　
新
暦
の
こ
の
日
で
は
、
天
然
の
春
の

七
草
は
入
手
不
可
能
で
す
。 

 「
上
巳
じ
ょ
う
し

」：
ひ
な
祭
り
　
３
月
３
日
 

　
本
来
三
日
月
の
日
の
行
事
で
す
。
桃

の
節
供
と
も
言
い
ま
す
が
、
ま
だ
桃
は

開
花
し
て
い
ま
せ
ん
。 

       
 「
端た
ん

午ご

」：
男
の
節
供
　
５
月
５
日
 

　
本
来
の
梅
雨
時
の
行
事
の
意
味
を
失

い
、
菖
蒲
も
早
過
ぎ
て
咲
い
て
い
ま
せ

ん
。 

新暦 
  1月  1日 
  2月  1日 
  3月  1日 
  4月  1日 
  5月  1日 
  6月  1日 
  7月  1日 
  8月  1日 
  9月  1日 
10月  1日 
11月  1日 
12月  1日 
12月31日

旧暦 
   12月   1日 
     1月   2日 
     2月   1日 
     3月   2日 
     4月   3日 
     5月   4日 
     6月   5日 
     7月   6日 
     8月   8日 
     9月   8日 
閏  9月   9日 
   10月 10日 
   11月 10日

2014年の新暦と旧暦の日付



し
、
守
っ
て
い
く
べ
き
だ
」（
40
代
女

性
）、「
実
家
は
農
家
で
農
業
の
サ
イ
ク

ル
は
旧
暦
に
基
づ
い
て
い
る
。
ひ
な
祭

り
は
寒
い
３
月
よ
り
春
４
月
の
方
が
よ

い
」（
40
代
女
性
）
な
ど
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
、「
温
暖
化
で
四
季
が
お

か
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
在
に
、
二

十
四
節
気
は
意
味
が
あ
る
の
か
疑
問
」

（
50
代
女
性
）
と
い
う
、
と
て
も
考
え

さ
せ
ら
れ
る
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
さ
て
、
多
く
の
方
が
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
日
本
の
素
晴
ら
し
い
四
季
を

味
わ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
年
中
行

事
は
で
き
れ
ば
旧
暦
で
祝
い
た
い
も
の

で
す
が
、
新
暦
で
進
ん
で
い
く
毎
日
の

生
活
の
中
で
は
、
な
か
な
か
難
し
い
の

も
現
実
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
せ
め
て
五
節
供
と
中
秋
の

名
月
の
６
行
事
を
生
活
の
意
識
の
中
に

取
り
込
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
旧
暦
で
は

毎
年
日
付
が
変
わ
り
ま
す
。
季
節
の
変

わ
り
目
を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
さ
ら
に
、
自
然
と
寄
り
添
っ
た
先
人

た
ち
の
生
活
の
知
恵
に
学
び
な
が
ら
、

旬
菜
や
旬
の
魚
、
季
節
の
行
事
、
季
節

の
歌
な
ど
、
四
季
折
々
の
変
化
に
富
ん

だ
暮
ら
し
を
少
し
取
り
入
れ
て
、
日
本

の
素
晴
ら
し
い
四
季
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
各
季
節
の
節
気
と

主
な
旬
の
行
事
や
食
材
な
ど
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
旧
暦
を
生

活
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

の
ご
意
見
も
伺
い
ま
し
た
。 

 「
難
し
く
な
り
そ
う
な
の
で
、
あ
ま

り
入
れ
た
く
な
い
」（
40
代
男
性
）、

「
特
に
必
要
性
は
感
じ
て
い
な
い
の
で
、

要
り
ま
せ
ん
」（
40
代
男
性
）、「
入
れ

な
く
て
よ
い
、
や
や
こ
し
く
な
る
の
で
」

（
20
代
女
性
）、「
取
り
入
れ
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
な
ど
が
よ
く
分
か
ら
な
い
の

で
、
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
」（
40
代
女

性
）
な
ど
、
入
れ
な
い
方
が
良
い
と
答

え
た
方
は
全
体
の
約
15
％
で
し
た
。 

　
そ
れ
に
対
し
て
、
取
り
入
れ
た
方
が

良
い
と
い
う
方
は
約
80
％
で
し
た
。
そ

の
理
由
の
ほ
と
ん
ど
が
「
季
節
を
感
じ

ら
れ
る
」、「
日
本
の
古
き
良
き
伝
統
や

行
事
を
残
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
も

の
で
、「
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
よ
り

い
っ
そ
う
感
じ
る
よ
う
に
な
る
し
、
家

族
で
行
え
る
行
事
も
多
い
の
で
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」（
40
代
男
性
）、

「
本
来
の
日
本
の
季
節
や
暮
ら
し
に
適

し
た
暦
で
あ
る
。
廃
止
は
あ
り
得
な
い
。

良
い
も
の
は
ず
っ
と
続
い
て
ほ
し
い

 「
七
夕
た
な
ば
た

」：
星
祭
り
　
　
７
月
７
日
 

　
梅
雨
明
け
前
で
曇
天
が
多
い
で
す

し
、
満
月
に
重
な
る
と
夜
空
の
天
の
川

を
見
る
こ
と
さ
え
で
き
ま
せ
ん
。 

 「
重
陽
ち
ょ
う
よ
う」：

菊
の
節
供
　
９
月
９
日
 

　
露
地
物
の
菊
は
早
過
ぎ
て
咲
い
て
い

ま
せ
ん
。 

　
 

　
こ
の
よ
う
に
、
季
節
を
読
み
取
る
基

準
と
な
る
日
本
古
来
の
年
中
行
事
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

た
ち
日
本
人
は
、
四
季
の
変
化
が
素
晴

ら
し
い
国
に
住
み
な
が
ら
、
日
本
全
体

が
巨
大
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
入
っ
た

よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
季
節
感
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う

と
言
わ
れ
て
も
、
と
て
も
無
理
で
す
ね
。 

　
季
節
の
植
物
や
食
べ
物
を
楽
し
む
に

は
、
せ
め
て
五
節
供
く
ら
い
は
天
然
も

の
で
祝
い
た
い
も
の
で
す
。 
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２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
 

五
節
供
・
中
秋
の
名
月
の
旧
・
新
暦
換
算
表
 

 七
草
が
ゆ
　
　
旧
１
月
７
日
　
新
２
月
６
日
 

ひ
な
祭
り
　
　
旧
３
月
３
日
　
新
４
月
２
日
 

端
午
の
節
供
　
旧
５
月
５
日
　
新
６
月
２
日
 

七
夕
　
　
　
　
旧
７
月
７
日
　
新
８
月
２
日
 

重
陽
の
節
供
　
旧
９
月
９
日
　
新
10
月
２
日
 

中
秋
の
名
月
　
旧
８
月
15
日
　
新
９
月
８
日
 

 ※
２
０
１
４
年
の
旧
暦
は
９
月
の
後
に
閏
９
月
が
入
り
ま
す
。

二
十
四
節
気
を
生
活
の
中
で
楽
し
も
う
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春

こ
こ
で
い
う
春
と
は
、
旧
暦
の
正
月
（
１
月
）、
２
月
、
３
月
の
こ
と
。 

寒
い
冬
が
終
わ
り
、
梅
、
桜
、
桃
の
咲
く
季
節
の
訪
れ
に
心
躍
ら
せ
ま
す
。

立
春

り
っ
し
ゅ
ん

  

節
分
の
翌
日
、
暦
の
上
で
春
が
始
ま

る
基
準
の
日

穀
雨

こ
く
う

  

た
く
さ
ん
の
穀
物
を
潤
す
春
の
雨
が

降
る
こ
ろ

清
明

せ
い
め
い

  

す
べ
て
の
も
の
が
清
ら
か
で
生
き
生

き
す
る
こ
ろ
（
本
来
ご
先
祖
さ
ま
を

敬
う
日
）

春
分

し
ゅ
ん
ぶ
ん

  

昼
と
夜
の
長
さ
が
同
じ
に
な
る
日
  

春
彼
岸
の
中
日

啓
蟄

け
い
ち
つ

  

土
の
中
の
虫
が
動
き
出
す
こ
ろ

雨
水

う
す
い

  

降
雪
が
雨
に
変
わ
り
、
水
が
ぬ
る

み
、
草
木
の
芽
が
出
始
め
る
こ
ろ

季
の
う
た
 

　
新
あ
た
ら
し
き
  年
の
始
め
の
  初
春
は
つ
は
る

の
 

　
　
　
今
日
降
る
雪
の
  い
や
重し

け
吉よ

事ご
と

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 大
友
家
持
 

　（
春
正
月
／
年
内
立
春
の
年
の
歌
）（
万
葉
集
巻
二
十
・
四
五
一
五
） 

  「新
し
い
年
の
始
め
の
、
新
春
の
今
日
の
降
る
雪
の
よ
う
に
、

良
い
こ
と
が
積
み
重
な
り
ま
す
よ
う
に
」

季
の
行
事
 

　
　
春
彼
岸
 

 　毎
年
、
春
分
と
秋
分
を
中
日
に
前

後
７
日
間
を
「
彼
岸
」
と
呼
び
ま
す
。

お
寺
に
参
拝
し
て
先
祖
を
供
養
す
る

期
間
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
迎
え
火

や
送
り
火
に
よ
っ
て
先
祖
を
送
迎
し

た
り
し
ま
す
。 

　
そ
し
て
、「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
暦
で
は
な
く

体
感
で
季
節
の
変
わ
り
目
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

季
の
花
 

　
　
桜
 

 　梅
に
続
い
て
、
心
待
ち
に
し
て
い

た
桜
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
の
花
が
開

き
ま
す
。
桜
は
日
本
人
に
と
っ
て
ま

さ
に
特
別
の
花
で
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

の
ほ
か
に
山
桜
や
マ
メ
桜
な
ど
数
百

種
類
あ
り
、
各
地
に
桜
の
名
所
が
あ

り
ま
す
。 

　
奈
良
県
吉
野
町
に
あ
る
金き
ん

峯ぶ

山せ
ん

寺じ

で
は
、
吉
野
の
桜
が
美
し
く
咲
く
４

月
に
「
吉
野
花は
な

会え

式し
き

」
が
行
わ
れ
、

本
尊
の
蔵
王
権
現
の
神
木
で
あ
る
桜

を
神
前
に
供
え
ま
す
。　

　手紙に使える春の挨拶  
【２月】 
◎余寒お見舞い申し上げます 
◎三寒四温の時節 
◎立春とは名のみの寒さが続いておりますが 
◎梅便りが聞こえるきょうこのごろ 

【３月】 
◎寒さもやっと少しはゆるんできたようで 
◎春というのに寒い日が続きます 
◎春霞のただよう季節となりました 
◎桜のつぼみもふくらみ始め 

【４月】 
◎春爛漫の季節を迎えました 
◎春眠暁を覚えずと申しますが 
◎花吹雪が舞うこのごろ 
◎おぼろ月夜の美しいこのごろ 

（「旧暦」ではなく、「新暦」に対応しています。手紙を書くときにご活用ください。）

春の食物 
（　）内は旧暦 

雑
ぞう

煮
に

（1月） 
蜆
しじみ

　（1月） 
草餅
くさもち

（2月） 
蛤
はまぐり

　（2月） 
蕗
ふき

　（2月） 
飛魚
とびうお

（2月） 
白魚
しらうお

（3月） 
独活
う ど

（3月） 
浅
あさ

蜊
り

（3月） 
山
やま

女
め

（3月）

新
暦
 

２
０
１
４
年
２
月
４
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
２
月
19
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
３
月
６
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
３
月
21
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
４
月
５
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
４
月
20
日

 

青
春
 

青
は
春
の
色

季
の
食
材
 

　
　
春
の
七
草
 

 　セ
リ
、
ナ
ズ
ナ
、
ゴ
ギ
ョ
ウ
、
ハ

コ
ベ
ラ
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
ス
ズ
ナ
、

ス
ズ
シ
ロ
の
７
種
類
の
野
菜
の
こ
と
。　
 

　
日
本
に
は
古
来
よ
り
五
節
供
の
一

つ
で
あ
る
人
日
の
節
供
（
１
月
７
日
）

の
朝
に
「
七
草
が
ゆ
」
を
食
べ
る
風

習
が
あ
り
ま
す
。
邪
鬼
を
払
い
、
万

病
に
効
く
と
さ
れ
、ま
た
、正
月
料
理

で
疲
れ
た
胃
を
休
ま
せ
、冬
に
不
足
し

が
ち
な
野
菜
の
栄
養
素
を
補
う
と
い
う

側
面
も
あ
り
ま
す
。
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夏

こ
こ
で
い
う
夏
と
は
、
旧
暦
４
月
、
５
月
、
６
月
の
こ
と
。 

夏
は
、
田
植
え
や
種
ま
き
、
麦
の
収
穫
と
忙
し
い
季
節
で
す
が
、
夏
祭
り
や

花
火
大
会
な
ど
、
楽
し
い
季
節
の
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。

季
の
行
事
 

　
端
午
の
節
供
 

　
菖
蒲
湯
し
ょ
う
ぶ
ゆ

 

 　男
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
願

す
る
日
。「
菖
蒲
の
節
供
」
と
も
言
わ

れ
、
強
烈
な
香
気
を
持
つ
菖
蒲
で
、

災
厄
を
払
う
日
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
日
本
に
伝
来
し
た
当
初
は
厄
払
い

の
色
合
い
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、

武
家
社
会
に
な
る
に
つ
れ
、
男
の
子

の
成
長
を
願
う
日
へ
と
変
化
し
て
い

き
、
江
戸
時
代
以
降
は
男
の
子
の
節

供
と
さ
れ
て
、
武
者
人
形
や
鯉
の
ぼ

り
を
飾
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
翌
日
、
お
風
呂
に
菖
蒲

の
葉
や
根
を
浮
か
べ
た
菖
蒲
湯
に
浸

か
れ
ば
、
暑
い
夏
を
し
っ
か
り
と
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

季
の
行
事
 

　
　
花
火
大
会
 

  
　
夏
と
い
え
ば
花
火
。
８
代
将
軍
徳

川
吉
宗
の
時
代
、
西
日
本
を
中
心
と

し
た
亨
保
の
大
飢
き
ん
に
加
え
、
江

戸
で
は
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
て
、
た

く
さ
ん
の
死
者
が
出
ま
し
た
。
吉
宗

は
死
者
の
慰
霊
と
厄
払
い
を
兼
ね
て

両
国
川
（
今
の
隅
田
川
）
の
た
も
と

で
水
神
祭
を
執
り
行
い
、
そ
の
際
に

大
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ

が
花
火
大
会
の
始
ま
り
で
、
そ
の
後

全
国
に
広
が
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
な
ぜ
夏
に
催
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
の
か
、
確
か
な
こ
と
は
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。

季
の
食
べ
物
 

　
　
鰻
・
鱧
 う
な
ぎ
・
は
も

 

 　日
本
で
は
、
立
秋
前
の
土
用
の
丑

の
日
に
、
夏
バ
テ
解
消
の
た
め
に
鰻

を
食
べ
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
は
庶
民
的

な
魚
だ
っ
た
鰻
も
、
現
在
は
稚
魚
の

数
が
減
り
、
高
級
魚
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
関
東
の
鰻
、
関
西
の
鱧
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
鱧
は
特
に
関
西

で
人
気
の
あ
る
魚
で
、
暑
い
季
節
に

食
べ
て
精
を
つ
け
る
食
材
と
さ
れ
、

京
都
の
祇
園
祭
や
大
阪
の
天
神
祭
に

は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　手紙に使える夏の挨拶  
【5月】 
◎向暑のみぎりでございますが 
◎風薫る5月がやってまいりました 
◎青葉繁れる好季節を迎え 
◎暦の上ではもう夏なのですね 

【6月】 
◎梅雨空のうっとうしい季節となりました 
◎雨に映える紫陽花の花も美しく 
◎衣替えの季節となりました 
◎吹く風も次第に夏めいてまいりましたが 

【7月】 
◎暑気厳しき折柄 
◎七夕飾りが軒先に揺れております 
◎蝉の声が聞こえる季節となり 
◎夏祭りのにぎわうころ 

（「旧暦」ではなく、「新暦」に対応しています。）

夏の食物 
（　）内は旧暦 

筍
たけのこ

　（4月） 
初鰹
はつがつお

（4月） 
粽
ちまき

　（5月） 
空豆
そらまめ

（5月） 
鮎
あゆ

　（5月） 
心太
ところてん

（5月） 
鮓
すし

　（5月） 
瓜
うり

　（6月） 
茄子
な す

（6月） 
土用鰻
どよううなぎ

（6月） 
桃
もも

　（6月） 
泥鰌汁
どじょうじる

（6月） 

立
夏

り
っ
か

  

次
第
に
夏
め
い
て
く
る
こ
ろ
。
暦
の

上
で
は
夏
が
始
ま
る
日

大
暑

た
い
し
ょ

  

最
も
暑
い
真
夏
の
こ
ろ

小
暑

し
ょ
う
し
ょ

  

梅
雨
が
明
け
て
、
本
格
的
に
夏
に
向

か
う
こ
ろ

夏
至

げ
し

  

一
年
で
最
も
昼
が
長
く
、
最
も
夜
が

短
い
日

芒
種

ぼ
う
し
ゅ

  

稲
な
ど
の
穂
の
あ
る
植
物
の
種
ま
き

の
こ
ろ

小
満

し
ょ
う
ま
ん

  

草
木
な
ど
万
物
が
だ
ん
だ
ん
と
成
長

し
て
、
命
が
満
ち
満
ち
て
く
る
こ
ろ

新
暦
 

２
０
１
４
年
５
月
５
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
５
月
21
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
６
月
６
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
６
月
21
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
７
月
７
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
７
月
23
日

 

朱
夏
 

赤
は
夏
の
色
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３
日
目
の
細
い
月
。

い
に
し
え
の
人
々
は
若
月
、
夕

月
、
眉
月
、
月
の
剣
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
呼
び
名
で
三
日
月
を

愛
で
た
。

三
日
月

こ
の
３
日
間
の
月
を
夕
月
（
ゆ
う

づ
く
よ
）
と
も
い
う
。

四
日
月
・
五
日
月
・
六
日
月

満
月
よ
り
前
の
半
月
。
弓
の
弦

を
張
っ
た
よ
う
に
見
え
る
と
こ

ろ
か
ら
弓
張
月
、
弦
月
と
も
呼

ば
れ
る
。
弦
の
部
分
を
上
に
し

て
沈
む
。

上
弦
の
月
＝
半
月

じ
ょ
う
げ
ん

は
ん
げ
つ

月
が
丸
み
を
帯
び
て
き
て
、
呼

び
名
も
こ
れ
ま
で
の
「
何
日
月
」

か
ら
「
夜
」
に
。

十
日
夜

と
お
か
ん
や

古
来
、
満
月
の
十
五
夜
と
十
三

夜
の
両
方
を
見
る
こ
と
を
二
夜

の
月
と
い
っ
て
月
見
と
さ
れ
て

い
た
。
栗
名
月
、
豆
名
月
と
も
。

十
三
夜

じ
ゅ
う
さ
ん
や

旧
暦
秋
８
月
の
十
五
夜
に
限
り
「
中
秋
の
名
月
」

と
呼
ば
れ
る
。
里
芋
を
お
供
え
し
て
食
べ
な
が
ら

見
る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
芋
名
月
と
も
。

満
月
＝
十
五
夜
・
望
・
望
月

ぼ
う

月
の
出
が
遅
く
な
り
、
月
の
出
る
の

を
立
っ
て
待
つ
。

十
七
夜
＝
立
待
月

た
ち
ま
ち
づ
き

満
月
＝
望
の
１
日
過
ぎ
の
月
の
た
め
、

既
望
と
も
。

十
六
夜

い
ざ
よ
い

ま
す
ま
す
月
の
出
が
遅
く
な
り
、立
っ

て
は
待
ち
き
れ
ず
、家
の
中
で
待
つ
。

十
八
夜
＝
居
待
月

ま
す
ま
す
月
の
出
が
遅
く
な
り
、
布

団
の
中
で
寝
て
待
つ
。

い
ま
ち
づ
き

ね
ま
ち
づ
き

十
九
夜
＝
寝
待
月

満
月
よ
り
後
の
半
月
。
弓
の
形
が
上

弦
の
月
と
逆
に
な
り
、
弦
の
部
分
を

下
に
し
て
沈
む
。

か
げ
ん

下
弦
の
月
＝
半
月

三
日
月
と
は
逆
の
細
い
月
。
月
の
出

が
明
け
方
近
く
に
な
る
た
め
、
こ
の

月
の
出
を
待
っ
て
願
い
事
を
す
る
と

か
な
う
と
い
わ
れ
る
。

二
十
六
夜
待

月
が
明
け
方
に
出
る
た
め
、
有
明
月

（
あ
さ
づ
く
よ
）
と
も
い
う
。

二
十
七
夜
月

つ
ご
も
り

つ
き
ご
も
り

晦
＝
月
隠

太
陰
暦
の
末
日
で
あ
る
　
日
か
　
日
目
の
月
。
晦
の

字
は
月
が
隠
れ
て
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。

30

太
陰
暦
は
こ
の
日
を
１
日
目
と
し
て
始
ま
る
。

朔
日
（
つ
い
た
ち
）
は
こ
も
っ
て
い
た
月
が
出
始
め
る
新
月
を

表
す
言
葉
「
月
立
ち
」
の
音
便
。
月
は
見
え
な
い
。

新
月
＝
朔
・
朔
月

さ
く

も
ち
づ
き
（
ぼ
う
げ
つ
）

29

　手紙に使える秋の挨拶  
【8月】 
◎降るような蝉しぐれ 
◎寝苦しい夜が続いておりますが 
◎暦の上ではもう秋というのに 
◎虫の音に秋の気配を感じ 

【9月】 
◎空も秋色をおびてまいりましたが 
◎台風一過の空が、きょうはことのほか青く澄んで 
◎秋風が肌に心地よい季節となり 
◎スポーツの秋を迎え 

【10月】 
◎菊薫る季節となりました 
◎天高く馬肥ゆる秋 
◎木々の梢も色づいて 
◎秋もたけなわでございますが 

（「旧暦」ではなく、「新暦」に対応しています。）

秋の食物 
（　）内は旧暦 

秋刀魚
さ ん ま

（7月） 
西瓜
すい か

（7月） 
唐
とう

辛
がら

子
し

（7月） 
南瓜
かぼちゃ

（7月） 
柿
かき

　（8月） 
松茸
まつたけ

（8月） 
芋
いも

（8月） 
初茸
はつたけ

（8月） 
落鮎
おちあゆ

（9月） 
栗
くり

（9月） 
菊の酒
きくのさけ

（9月） 

新米
しんまい

（9月） 

焼芋
やきいも

（9月）

中秋の月の変化と主な呼び名

秋

こ
こ
で
い
う
秋
と
は
、
旧
暦
７
月
、
８
月
、
９
月
の
こ
と
。 

実
り
の
季
節
で
あ
り
、
盆
踊
り
や
秋
祭
り
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。
ま
た
、
旧
暦
８
月
（
中
秋
）
は
「
観
月
」
と
い
っ
て
、

月
を
愛
で
る
月
で
も
あ
り
ま
す
。

季
の
行
事
 

　
　
残
暑
見
舞
い
 

 　立
秋
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、
暑

中
見
舞
い
が
残
暑
見
舞
い
に
変
わ

り
ま
す
。
現
在
の
立
秋
は
８
月
８

日
と
夏
真
っ
盛
り
の
時
期
で
す

が
、
晩
秋
を
思
わ
せ
る
ひ
ぐ
ら
し

が
鳴
き
始
め
、
秋
の
気
配
が
ゆ
っ

く
り
近
づ
い
て
き
ま
す
。 

　
暑
い
夏
で
体
調
を
崩
し
た
り
し

て
い
な
い
か
「
お
障
り
ご
ざ
い
ま

せ
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
体
を
気
遣

う
文
面
を
挿
入
し
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

季
の
食
べ
物
 

　
　
御
萩
 お
は
ぎ

 

 　春
・
秋
の
お
彼
岸
に
「
お
は
ぎ
」

を
食
べ
る
習
慣
は
、
先
祖
供
養
の

一
環
で
あ
る
と
同
時
に
、
春
は
米

の
収
穫
を
祈
念
し
、
秋
は
収
穫
を

感
謝
す
る
た
め
の
神
様
へ
の
供
え

物
だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　
ち
な
み
に
、
花
の
季
節
に
合
わ

せ
て
、
春
は
「
ぼ
た
も
ち
」（
牡
丹

の
餅
）
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

立
秋

り
っ
し
ゅ
う

  

秋
の
気
配
が
ほ
の
見
え
る
こ
ろ
 

残
暑
は
立
秋
の
後
の
暑
さ
の
こ
と

霜
降

そ
う
こ
う

  

朝
夕
に
冷
え
込
ん
で
き
て
、
霜
が
降

り
始
め
る
こ
ろ

寒
露

か
ん
ろ

  

露
が
冷
た
く
感
じ
ら
れ
る
こ
ろ
 

晩
秋
と
も
言
い
ま
す

秋
分

し
ゅ
う
ぶ
ん

  

昼
と
夜
の
長
さ
が
同
じ
に
な
る
日
  

秋
彼
岸
の
中
日

白
露
 

は
く
ろ

 

大
気
が
冷
え
て
き
て
、
草
木
の
葉
が

白
い
露
に
濡
れ
る
こ
ろ

処
暑

し
ょ
し
ょ

  

暑
さ
が
和
ら
ぎ
、
涼
し
さ
を
感
じ
始

め
る
こ
ろ

新
暦
 

２
０
１
４
年
８
月
７
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
８
月
23
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
９
月
８
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
９
月
23
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
10
月
８
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
10
月
23
日

 

白
秋
 

白
は
秋
の
色
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　手紙に使える冬の挨拶  
【11月】 
◎秋気いよいよ深く 
◎小春日和のきょうこのごろ 
◎鮮やかな紅葉の季節となり 
◎落ち葉が風に舞う季節となりました 
【12月】 
◎めっきり寒くなりました 
◎早いものでもう師走 

◎北風すさぶ季節 
◎本年も押し迫ってまいりましたが 
【1月】 
◎本格的な冬の到来を迎え 
◎正月気分もようやく抜け 
◎暖冬とは申せ、吹く風はやはり冷 
　たく 
◎今年は例年にない寒さとのことで 

冬の食物 
（　）内は旧暦 

新酒
しんしゅ

（10月） 
葱
ねぶか

　（10月） 
大根
だいこん

（10月） 
蓮根
れんこん

（10月） 
乾鮭
からさけ

（11月） 
寒鯛
かんだい

（11月） 
牡蠣
か き

（11月） 
河豚
ふ ぐ

（12月） 
海鼠
なま こ

（12月） 

柚
ゆず

　（12月）

冬

こ
こ
で
い
う
冬
と
は
、
旧
暦
10
月
、
11
月
、
12
月
の
こ
と
。 

粉
雪
、
淡
雪
、
ぼ
た
雪
、
細
雪
、
風
花
、
六
花
、
な
ご
り
雪

な
ど
、
日
本
語
に
は
雪
を
表
す
言
葉
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

季
の
行
事
 

　
酉
の
市
 と
り
の
い
ち

 

 　毎
年
11
月
の
「
酉
の
日
」
に
、
各
地
の
鷲

お
お
と
り

神

社
な
ど
で
行
わ
れ
る
、「
福
や
お
客
を
多
く
か
き

寄
せ
る
」
と
い
う
縁
起
物
の
熊
手
を
売
る
こ
と
で

も
知
ら
れ
る
、
開
運
招
福
・
商
売
繁
盛
を
願
う
祭

り
で
す
。 

　
11
月
に
は
そ
の
年
に
よ
り
酉
の
日
が
２
日
か

３
日
あ
り
、
三
の
酉
が
あ
る
年
は
火
事
が
多
い

と
い
う
俗
説
も
あ
り
ま
す
。 

季
の
食
べ
物
 

　
年
越
し
そ
ば
 

 　大
晦
日
の
夜
に
「
そ
ば
」
を
食
べ
る
と
い
う

習
慣
は
江
戸
時
代
か
ら
定
着
し
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
そ
の
起
源
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、「
そ
ば

の
よ
う
に
細
く
長
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
」「
そ

ば
が
切
れ
や
す
い
よ
う
に
、
旧
年
の
悪
縁
を
断
ち

切
れ
る
よ
う
に
」
な
ど
、
縁
起
を
担
い
で
食
べ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
が
一
般
的
で
す
。

季
の
行
事
 

　
　
節
分
 せ
つ
ぶ
ん

 

 　節
分
は
「
季
節
を
分
け
る
」
と
い
う
意
味
で
、
本
来
は
１

年
に
４
回
、
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の
前
日
が
節
分
で

す
が
、
現
在
、
行
事
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
立
春
の
節
分

だ
け
で
す
。 

　
平
安
時
代
の
宮
中
で
は
、
大
晦
日
に
陰
の
象
徴
で
あ
る
鬼

を
追
い
払
っ
て
、
陽
の
春
を
迎
え
る「
お
に
や
ら
い（
鬼
儺
）」

の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
や
が
て
、
一
年
の

始
ま
り
と
さ
れ
る
立
春
の
節
分
に
豆
を
ま
い
て
鬼
を
追
い
出

す
行
事
と
し
て
、
民
間
に
も
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
 

　
今
年
も
残
り
わ
ず
か
。
あ
と
一
月
足
ら
ず
で
新
し
い
年
を
迎
え

ま
す
。
２
０
１
４
年
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
ど
ん
な
年
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
忙
し
い
日
々
が
続
く
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

時
に
は
旧
暦
や
二
十
四
節
気
を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
、
ゆ
っ

た
り
と
季
節
を
感
じ
ら
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

【
出
典
・
参
考
文
献
】 

『
旧
暦
と
暮
ら
す
　
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
知
恵
ご
よ
み
』
松
村
賢
治
（
文
春
文
庫
） 

『
続
々
と
、
旧
暦
と
暮
ら
す
』
松
村
賢
治
＋
風
力
５
 編
著
（
ビ
ジ
ネ
ス
社
） 

『
別
冊
宝
島
  旧
暦
で
楽
し
む
日
本
の
四
季
  二
十
四
節
気
と
七
十
二
候
』（
宝
島
社
） 

『
旧
暦
ラ
イ
フ
  温
故
知
新
』
川
口
澄
子
（
ピ
エ
・
ブ
ッ
ク
ス
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
イ
ラ
ス
ト
：
す
ぎ
う
ら
サ
イ
キ
）

立
冬
 

り
っ
と
う

 

冬
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
こ
ろ

大
寒

だ
い
か
ん

  

一
年
で
最
も
寒
さ
が
厳
し
い
こ
ろ
  

立
春
ま
で
を
「
寒
の
内
」
と
も
い
う

小
寒

し
ょ
う
か
ん

  

「
寒
の
入
り
」
と
も
呼
び
、
寒
さ
が

本
格
的
に
な
っ
て
く
る
こ
ろ

冬
至

と
う
じ

  

一
年
で
最
も
昼
が
短
く
、
最
も
夜
が

長
い
日
。
古
代
で
は
一
年
の
始
ま
り

大
雪

た
い
せ
つ

  

い
よ
い
よ
本
格
的
に
雪
が
降
り
始
め

る
こ
ろ

小
雪

し
ょ
う
せ
つ

  

寒
さ
が
進
み
、
雪
が
降
り
始
め
る
こ

ろ

新
暦
 

２
０
１
４
年
11
月
７
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
11
月
22
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
12
月
７
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
12
月
22
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
１
月
５
日

 

新
暦
 

２
０
１
４
年
１
月
20
日

 

黒
冬
 

黒
は
冬
の
色

（「旧暦」ではなく、「新暦」に対応しています。）
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